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In this study, we have analyzed the relationship between computer anxiety and dysfunctional aspects 

of mobile phone communication. We examined the factors that have affected computer anxiety scales 

using statistical analysis. As the result of multiple regression analysis, the computer anxiety is 

linked to restraints, escape and passive interpersonal relationships. In addition, calculation of the t-

test confirmed that the computer anxiety scale is not significant difference between the group of 

female students and the group of male students. 
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1. はじめに 

日本においてスマートフォンは，インターネット利

用者の裾野を広げる役割を果たしている．その理由と

しては，スマートフォンはコンピュータより操作が簡

単であることが挙げられる（海後 2004）．こうした理

由から，インターネット利用が促進されたと考えられ

る． 

ところが，このようなスマートフォンの利用率増加

の一方で，コンピュータに対して「苦手だ」と感じて

いる人も増えていると考えられる．このような心理状

態を，コンピュータ不安と呼ぶ．コンピュータ不安と

は，「コンピュータを利用する場面で身体的な緊張をし

たり，緊張感を持ち，コンピュータを利用する場面を

避けようとしたり，コンピュータの操作に対して自信

を持てないでいる状態」と定義されている（教育工学

事典，p.242（2000））．平田（1990）によると，コン

ピュータ不安を表す 3 因子として，コンピュータの操

作に関する緊張や不安の程度を示す「オペレーション

不安」，コンピュータへの正の評価，学習意欲やその欠

如を示す「接近願望」，コンピュータテクノロジーが及

ぼす社会的影響への不安を表す「テクノロジー不安」

がある． 

また，ケータイでのコミュニケーションによる受け

手にとってのマイナスの側面として，自分から情報を

探さない「受動的対人関係」，常にケータイを気にして

しまう「束縛」，不確かな情報に対する不安「情報不安」，

インターネット世界に依存してしまう「逃避」，漢字が

書けないなどの「言語能力の低下」，ケータイへの迷惑

を感じる「煩わしさ」の 6 つの側面が見出された． 

石川（2006）が，情報通信技術オペレーション不安，

ケータイ・コミュニケーションの逆機能的側面の実感

との関連を調べたところ，正の関連がみられたのは，

「束縛」「情報不安」「逃避」であった． 
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2. 研究の目的 

今日の学生は携帯電話でなくスマートフォンを所持

している．スマートフォンは携帯電話と異なり，好き

なアプリケーションを自分自身でインストールするこ

とや，OS をアップデートすることが可能であり，スマ

ートフォンはどちらかというと携帯電話よりもコンピ

ュータに近い性質を持っている．そのため，コンピュ

ータを使用しなければいけない機会もなく，スマート

フォンで十分という考え方から，コンピュータに対す

る興味関心も減ってきており，現代におけるコンピュ

ータ不安は高まっていると筆者は考える．そのため，

本研究では，コンピュータ不安の 3 因子とケータイ・

コミュニケーションの逆機能的側面の 6因子の関連を

明らかにする．また，コンピュータに対する意識につ

いて男女間で差がみられるかを調査する． 

3. 調査の方法 

3.1 調査日時 

本調査は，2015 年 11 月 26 日に実施された． 

3.2 調査対象者 

調査の対象となったのは，愛知教育大学教育学部現

代学芸課程情報科学コースの授業「教育統計」を受講

している学生 37 名である．スマートフォンを所持し

ていない者は，分析対象者から除外したため，有効回

答票は，36 票であった．有効回答 36 票における性別，

使用機器別の人数は，表１の通りである．学生の学年

は，2 年生 35 名，3 年生１名である．また全体のスマ

ートフォン使用暦の平均は，31.9 ヶ月（約二年半）で

あった． 

なお，「教育統計」を授業では，心理学的特性や社会

的行動の測定に関する理論と方法について概観し，各

種心理検査や社会調査の方法とその評価方法を修得す

る．「教育統計」の受講者は，調査対象者として質問紙

に回答することで，調査の目的や意義，社会調査の方

法や手順，質問紙の妥当性などを考察することについ

ての学習につなげていけるように配慮している． 

 

 

 

表 1 性別・使用機器別スマートフォン所持人数 

 iPhone Android その他のスマ

ートフォン 

計 

男性 5 12 1 18 

女性 15 2 1 18 

計 20 14 2 36 

 

3.3 調査の方法 

この調査は，授業時間中に質問紙を配布して，一斉

に回答させた． 

質問紙は，前半 21 項目が平田（1990）による愛教

大コンピュータ不安尺度（ACAS）の質問項目，後半 36

項目が海後（2001）によるケータイ・コミュニケーシ

ョンの逆機能的側面の質問項目の合計 57 項目の質問

で作成した．各項目において「全くそうではない」か

ら「全くその通り」までの 5 段階尺度で回答させた．

ここで本来，ケータイ・コミュニケーションの逆機能

的側面の質問項目は，質問にケータイとついているよ

うに，携帯電話操作時のマイナスの側面を測る尺度で

あるが，スマートフォンについて調査したいため，質

問項目中の「ケータイ」という部分を「スマートフォ

ン」と変更して調査を行った． 

3.4 調査の内容 

3.4.1 愛教大コンピュータ不安尺度 

質問紙の前半 21 項目では，愛教大コンピュータ不

安尺度であった．この質問項目では，コンピュータの

操作に関する緊張や不安の程度を示す「オペレーショ

ン不安」，コンピュータへの正の評価，学習意欲やその

欠如を示す「接近願望」，コンピュータテクノロジーが

及ぼす社会的影響への不安を表す「テクノロジー不安」

の 3 因子を測定し，コンピュータやコンピュータ社会

に対してどのように考えているのか，不安があるかな

いかを調査した． 

3.4.2 ケータイ・コミュニケーションの逆機能的側面 

質問紙の後半 36 項目では，ケータイ・コミュニケー

ションの逆機能的側面を尋ねた．この質問項目では，

ケータイ・コミュニケーションの逆機能として，逆機

能である 6 つの側面「受動的対人関係」，「束縛」，「情

報不安」，「逃避」，「言語能力の低下」，「煩わしさ」に

ついて，スマートフォンを利用することによって学生
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が実生活でどれくらいマイナスの影響を受けているか

を調査した． 

ここで本来，ケータイ・コミュニケーションの逆機

能的側面の質問項目は，質問名にケータイとついてい

るように，携帯電話操作時のマイナスの側面を測る尺

度であるが，今日の学生はスマートフォンを所持して

いるため，質問項目の中の「ケータイ」という部分を

「スマートフォン」と変更して調査を行った． 

4. 結果 

4.1 コンピュータ不安とケータイ・コミュニケーショ

ンの逆機能的側面 

コンピュータ不安とケータイ・コミュニケーション

の逆機能的側面の関連を明らかにするために，コンピ

ュータ不安を構成する 3 因子（オペレーション不安，

接近願望，テクノロジー不安）と，ケータイ・コミュ

ニケーションの逆機能的側面を構成する 6因子（束縛，

情報不安，逃避，受動的対人関係，言語能力の低下，

煩わしさ）との関連を分析した．各変数の得点平均と

標準偏差を表 2，表 3 に示した． 

 

表 2 コンピュータ不安の得点平均と標準偏差(n=36) 

 コンピュータ不安 

 オペレーショ

ン不安 

接近願望 テクノロジ

ー不安 

平均 12.94 19.33 17.47 

SD 3.16 3.06 2.98 

 

表 3 ケータイ・コミュニケーションの 

逆説的側面の得点平均と標準偏差(n=36) 

 ケータイ・コミュニケーションの逆機能的側面 

 束縛 情 報

不安 

逃避 受動的対

人関係 

言語能力

の低下 

煩 わ

しさ 

平均 16.44 26.06 15.31 16.13 14.22 9.89 

SD 4.56 4.87 4.91 4.70 4.28 2.01 

 

また，それぞれの最高点，最低点は次のとおりにな

る．すなわち，オペレーション不安と接近願望とテク

ノロジー不安に関する質問はそれぞれ 7項目で構成さ

れ，最低点は 7 点，最高点は 35 点となる．受動的対

人関係と束縛は，それぞれ 7 項目で構成され，最低点

は 7 点，最高点は 35 点となる．情報不安は 8 項目で

構成され，最低点は 8 点，最高点は 40 点である．逃

避は 6 項目で構成され，最低点は 6 点，最高点は 30 

点である．言語能力の低下は 5 項目で構成され，最低

点は 5 点，最高点は 25 点である．煩わしさは 3 項目

で構成され，最低点は 3 点，最高点は 15 点である． 

すべての項目を，5 段階尺度で測定した．すなわち，

全くそうだ（そう思う）を５点，まあそうだ４点，ど

ちらともいえない３点，それほどでもない２点，全く

そうではない（そう思わない）を１点，のように得点

化した． 

 

4.2 コンピュータ不安とケータイ・コミュニケーショ

ンの逆機能的側面の関連の分析 

コンピュータ不安の 3因子それぞれを従属変数とし，

ケータイ・コミュニケーションの 6 つの逆機能的側面

を説明変数として，重回帰分析を行った．その結果，

投入された変数のうち有意であったのは，オペレーシ

ョン不安を従属変数とした際の「束縛」（β=.404, 

p<.05）と，「逃避」（β=.528, p<.05）と，テクノロジ

ー不安を従属変数とした際の「逃避」（β=.574, p<.05）

と，「受動的対人関係」（β=.464, p<.05）であった． 

以上のように，オペレーション不安は，ケータイ・

コミュニケーションおける「束縛」，「逃避」, テクノロ

ジー不安は，ケータイ・コミュニケーションおける「逃

避」，「受動的対人関係」に正の関連が見られた(図 1， 

および，図 2)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 オペレーション不安とケータイ・コミュニケーショ

ンの逆機能的側面のパス図 
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図 2 テクノロジー不安とケータイ・コミュニケー

ションの逆機能的側面のパス図 

 

なお，矢印の上の数値は，標準偏回帰係数（β）を

表している．標準偏回帰係数とは，各説明変数が従属

変数に及ぼす影響の向きと大きさを表したものである． 

さらに，オペレーション不安とータイ・コミュニケ

ーションの逆機能的側面の 6 因子について，各指標間

のピアソンの積率相関係数を表 4 に示した． 

 

表 4 オペレーション不安とケータイ・コミュニケ 

ーションの逆機能的側面の 6 因子の相関関係 

 束縛 情報不安 逃避 

 

受動的対

人関係 

言語能力

の低下 

煩わしさ 

オ ペ レ ー

ション不安 

.406* -.005 .427** .288 .215 .165 

束縛  .500** .537** .418* .472** .460** 

情報不安   .445** .325 .428** .358* 

逃避    .612** .755** .450** 

受動的対

人関係 

    .600** .371* 

言語能力

の低下 

     .452** 

*p<.05,  **p<.01 

4.3 コンピュータ不安高低別分析 

次に，コンピュータ不安の高い群と低い群（各 18名）

の 2 群に分け，ケータイ・コミュニケーションの逆機

能的側面の 6 つの側面について，その平均値と標準偏

差を示した（表 5）． 

次に，ケータイ・コミュニケーションの逆機能的側

面の 6 つの側面ごとに，ｔ検定を行った．その結果，

有意差が見られたのは「束縛」（t(34)=2.748, p<.05）

と，「逃避」（t(34)=,2.469 p<.05）であった． 

4.4 コンピュータ不安の性差についての分析 

次に，男性群と女性群（各 18 名）に分け，ｔ検定を

行った結果，コンピュータ不安の３因子（オペレーシ

ョン不安，接近願望，テクノロジー不安）について有

意差は見られなかった（オペレーション不安

t(34)=1.149, p>.05，接近願望 t(34)=.967, p>.05，テク

ノロジー不安 t(34)=.713, p>.05）． 

 

表 5 コンピュータ不安高低別のケータイ・コミュニケ

ーションの逆機能的側面の平均と標準偏差 

ケータイ・コミュニケーシ

ョンの逆機能的側面 

コンピュータ

不安（高群） 

コンピュータ

不安（低群） 

束縛* 平均 18.39 14.50 

標準偏差 5.01 3.31 

情報不安 平均 26.11 26.00 

標準偏差 4.93 5.09 

逃避* 平均 17.22 13.39 

標準偏差 4.05 5.19 

受動的対人

関係 

平均 17.39 14.67 

標準偏差 4.57 4.69 

言語能力の

低下 

平均 14.94 13.50 

標準偏差 3.86 4.77 

煩わしさ 平均 10.39 9.39 

標準偏差 2.03 1.97 

*p<.05 

5. 考察 

本研究の目的は，コンピュータ不安の３因子とケー

タイ・コミュニケーションが受け手にとってマイナス

の意味としての 6つの逆機能的側面との関連を明らか

にすることであった．そこで，愛知教育大学の情報専

攻の学生 36 名を対象に質問紙調査を実施した．重回

帰分析を行った結果，正の関連が見られたのは，オペ

レーション不安と束縛，オペレーション不安と逃避，

テクノロジー不安と逃避，テクノロジー不安と受動的

対人関係の４つであった．ｔ検定を行った結果，コン

ピュータ不の安高群・低群の間で，束縛と逃避に有意

さが見られた．以下では，それぞれの関連について考

察する． 

5.1 オペレーション不安と束縛の関連について 

オペレーション不安とは，コンピュータの操作に関

する緊張や不安の程度を示すものである．束縛とは，

連絡があるかないかと不安で，スマートフォンが手放

せないと感じることである．束縛からオペレーション

逃避 

受動的対人関係 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
不
安 

R２=.487** 

.574* 

.464* 

*p<.05, **p<.01 
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不安への標準偏回帰係数は 5％水準で有意であった．

これは，スマートフォンに束縛されている気持ちが強

いと，コンピュータの操作に対して不安な気持ちが強

いということが示唆された．つまり，スマートフォン

ばかり使用していると，コンピュータを使用する必要

がなく技術も向上しないため，ますますコンピュータ

の操作に対して抵抗を感じてしまうということではな

いだろうか．この結果は，コンピュータオペレーショ

ン不安とケータイの束縛を調査した先行研究（石川 

2006）と同じ結果である．先行研究と同様な結果が得

られた理由として，スマートフォンはケータイと同様

に，コンピュータよりも操作が比較的簡単であるため，

スマートフォンに依存しやすいからだと考えられる． 

5.2 オペレーション不安と逃避の関連について 

逃避とは，現実からの逃避を指している．逃避から

オペレーション不安への標準偏回帰係数は 5％水準で

有意であった．これは，スマートフォンに逃避してい

る気持ちが強いと，コンピュータの操作に対して不安

な気持ちが強いということが示唆された．つまり，ケ

ータイの様々な機能を活用するよりも，友人との他愛

のないやりとり，ゲームなどといった時間を無駄に過

ごすような用い方をしてしまうということは，コンピ

ュータにおいても同様に逃避的な用い方をしてしまう

ということである．そのため，コンピュータの操作が

得意になれず，不安な気持ちを生み出してしまうので

はないだろうか．この結果は，コンピュータオペレー

ション不安とケータイの逃避を調査した先行研究（石

川 2006）と同じ結果である．先行研究と同様な結果

となった理由として，スマートフォンはケータイと同

様に，設定や複雑な操作をすることだけではなく，メ

ールやゲームなど娯楽目的で利用できるアイテムであ

るからだと考えられる． 

5.3 テクノロジー不安と逃避の関連について 

テクノロジー不安とは，コンピュータテクノロジー

が及ぼす社会的影響への不安を表すものである．テク

ノロジー不安と逃避の関連については，逃避からテク

ノロジー不安への標準偏回帰係数は 5％水準で有意で

あった．これは，スマートフォンに逃避している気持

ちが強いと，情報技術の発達による社会の変化に対す

る不安な気持ちも強いということが示唆された．つま

り，スマートフォンの様々な機能を活用するよりも，

SNS やゲームなどをするような用い方をしてしまう

ことは，コンピュータの機能についてよく理解してい

ないため，これからの社会でのコンピュータの役割に

ついて不安な気持ちも強いということではないだろう

かと考えられる． 

5.4 テクノロジー不安と受動的対人関係の関連につ

いて 

テクノロジー不安と受動的対人関係の関連について

は，受動的対人関係からテクノロジー不安への標準偏

回帰係数は 5％水準で有意であった．これは，情報を

手に入れようとする姿勢が受動的であると，情報技術

の発達による社会の変化に対する不安な気持ちも強い

ということが示唆された．つまり，受動的に手に入れ

ることが出来る情報の中に，コンピュータやコンピュ

ータ社会について良い面の情報，正しい情報，情報の

理論がないために，コンピュータテクノロジーが及ぼ

す社会的影響に不安を感じてしまうのではないだろう

かと推察される． 

5.5 コンピュータ不安高低別ケータイ・コミュニケー

ションの逆機能的側面について 

コンピュータ不安高群，低群（各 18 名）に分け，ケ

ータイ・コミュニケーションの逆機能的側面の平均の

差についてｔ検定を行った．その結果，束縛，逃避に

おいて，5%水準の有意差がみられた．これは，コンピ

ュータ不安が高い人はコンピュータ不安が低い人より

スマートフォンに束縛されていること，現実から逃避

しがちであるということが示唆された． 

束縛については，コンピュータに対して自信を持て

ない人ほど，連絡があるかないか不安でスマートフォ

ンを手放せないと感じているということである．その

理由として，スマートフォンを手放せないということ

は，その分コンピュータを触る機会も少なくなってい

るからではないかと考えられる． 

逃避については，コンピュータに対して自信を持て

ない人ほど，スマートフォンの様々な機能を活用する

よりも，メールやゲームなどに逃避するような用い方

をしてしまうことである．その理由として，スマート
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フォンを逃避的な使い方をしているだけでなく，コン

ピュータも同様に逃避的な使い方をしているため，コ

ンピュータ操作の技術が向上することがなく，コンピ

ュータに不安を感じてしまうからではないかと考えら

れる． 

6. まとめ 

以上，本研究の結果を中心に，スマートフォン利用

者のコンピュータ不安とケータイ・コミュニケーショ

ンの逆機能的側面の関連についてまとめる． 

調査対象者の学生のスマートフォンでのコミュニケ

ーションにおいて，束縛，逃避を感じていると，オペ

レーション不安が高いこと，逃避，受動的対人関係を

感じているとテクノロジー不安が高いこと，コンピュ

ータ不安が高いほど束縛，逃避を感じていることが示

唆された． 

スマートフォンはケータイと同様に，コンピュータ

よりも操作が比較的簡単であることや，メールやゲー

ムなど娯楽目的で利用できるアイテムであることと，

スマートフォンはケータイよりも単純で直感的な操作

が可能であること，インターネットや情報機器につい

ての正しい情報が普及していることがこのような結果

につながったと考えられる． 

また，今回の研究の問題点として，ケータイ・コミ

ュニケーションの逆機能的側面の質問項目の「ケータ

イ」を安易に「スマートフォン」と変更してしまった

こと，調査対象者が情報専攻の学生であること，スマ

ートフォンの使用機器や使用年数を考慮しなかったこ

と，調査対象者の人数が少ないことがあげられる． 

スマートフォンはコンピュータと比較して操作も簡

単であり，価格もお手ごろで，インターネット契約も

必要なく，気軽に入手することができる．また，様々

なことに活用でき，とても便利であるため，手に入れ

たいと思う機器である．そのおかげで，インターネッ

ト利用者が増え，情報社会をますます発展させている．

しかしながら，スマートフォンに対して依存しすぎて

いる部分があるのではないだろうか．スマートフォン

に依存しすぎてしまうと，コンピュータに対しても不

安を感じてしまうことが本研究で示された．スマート

フォンの使用はコミュニケーションツールや連絡手段

としてとても重要である．そのため，スマートフォン

に依存しすぎず，プラスの面をうまく活用し情報社会

を発展させていく必要がある． 
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